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研究キーワード 
神道・源泉・古事記・神

話・源氏物語 

当年度計画に対す

る達成度 

3.概ね順調に研究が進展し、一定の成果を

達成したが、一部に遅れ等が発生した 

関連する 

SDGs項目 

4.質の高い教育をみん

なに 
該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 新型コロナウイルスによる影響を考慮しつつも、授業がなく、委員会とぶつからない６月・９月・２月に現

地調査をおこなった。その成果は複数の論文に反映している。もちろんすべてが記述の対象ではないが、なる

べく多く記述している。○その他、SD カードやソフトウェアなどは、民俗学で撮った写真の整理に使用した。 

以上 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者と国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【著書】なし。 

【学会発表等】なし。 

【論文（査読あり）】なし。 

【論文（査読なし）】杉浦一雄（単著）「源氏物語と記紀神話」 

  『千葉商大紀要』第 60 巻第１号、2022 年７月、150～142 頁。 

         杉浦一雄（単著）「源氏物語の物語論と記紀神話」（上） 

  『千葉商大紀要』第 60 巻第２号、2022 年 11 月、192～180 頁。 

 

３．主な経費 

  ①９月京都の現地調査に出かける。 

  ②２月京都の現地調査に出かける。 

  ③６月京都の現地調査に出かける。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

  なし。 

 

 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


